
会 議 録（１） 

会議の名称 

 

 

平成３０年度 第３回飯能市立博物館協議会 

開催日時 

 

 

平成３０年１１月２７日 午後２時００分から午後３時３０分 

開催場所 

 

 

飯能市立博物館 学習研修室 

議長氏名 

 

 

加藤栄子 

出席委員 

 

 

伊藤誠 加藤栄子 栗原慶子 井上淳治  

杉田和美 野村正弘 馬場憲一 平良宣子    

欠席委員 

 

 

岡野民嗣 小槻成克 

説明者の職員 

 

 

なし 

傍聴者の数 

 

 

なし 

会議次第 

 

 

別紙のとおり 

配布資料 別紙のとおり 

事務局職員 

職 氏 名 

 

博物館長  尾崎泰弘    

主査  引間隆文   

主任  長谷川裕子 

主事  金澤花陽乃 

 

 



会 議 録（２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

 

議事 

（１）平成３０年度主要な事業 報告・予定について 

 ・資料１、参考資料に基づいて説明した。 

（２）平成３１年度主要な事業計画(案)について 

 ・別紙資料に基づいて説明した。 

（３）その他 
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会 議 録（３） 

発言者 

 

発 言 内 容 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

主査 

 

館長 

 

 

 

 

 

主査 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

館長 

 

 

 

 

午後２時００分 開会 

1 開会 

 皆様ご多用のところをご出席いただきまして誠にありがとうございます。

本日は、岡野委員、小槻委員からご欠席の連絡をいただいておりますが、飯

能市立博物館条例第１５条第２項に規定されています「委員の２分の１以上

の出席」をいただきましたので、これより平成３０年度第３回飯能市立博物

館協議会を開会いたします。 

 それでは開会に際しまして会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

２ あいさつ 

 みなさまこんにちは。木々が色付いてきて、今日は天気も良い日となりま

した。本日はお集まりいただきありがとうございます。 

宮沢湖ではメッツァもオープンしまして、なかなか市内がにぎやかになっ

ているのではないかと思います。今日はどうぞよろしくお願いします。 

 

 ありがとうございました。続きまして当館館長からご挨拶申し上げます。 

 

 本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

ただいま開催中の特別展「吾野」の来館者数も、リニューアル１年目の特別展

としてはまあまあの人数となっていて、ほっとしているところです。これもリニ

ューアルの準備段階からご協力いただきました皆様のおかげです。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 これより議事に入ります。議事の進行につきましては、条例第１５条第１項の

規定により、会長にお願いいたします。 

 

３ 協議事項 

 それではしばらくの間、議事の進行を務めさせていただきます。 

では早速ですが、議事の「（１）平成３０年度事業経過について」を議題と

いたします。事務局より説明をお願いします。 

 

（１）平成３０年度主要な事業 報告・予定について 

 それでは議題「（１）平成３０年度主要な事業 報告・予定について」説明

いたします。 

 (資料１および参考資料に基づいて説明) 

 ただ今開催中の特別展「吾野」は、現時点における１日の平均入館者数が

約１８１人です。これは開館以来４番目の数値であり、近年稀にみる多さで
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主事 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

館長 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

館長 

 

委員 

 

館長 

 

委員 

 

館長 

 

す。 

本展示について、来館者の反応を担当学芸員からいくつかご紹介いたします。 

 

 特別展へ来館された方の感想としては、「民具が懐かしかった」、「日本で初め

ての帝王切開が吾野で行われたなんて知らなかった」などのお声をいただいてい

ます。中には「写真がわかりにくい」「林業の展示をもっと見たかった」などの

ご指摘もありましたが、全体でみると概ね満足してくださっているようです。 

 

特別展とメッツァビレッジオープンという大きな出来事がありましたが、今の

説明について何かご質問などある方はいらっしゃいますか。 

 

歴史公文書の収集について質問です。これは廃棄対象となった文書を博物館に

入れるということですよね。対象となる文書は年間でどのくらい出てくるものな

のですか。 

  

箱数にして約 800箱です。その中の約1割を歴史公文書として収集しています。

明確な収集基準はできていないため、１次選別として広めに収集しています。そ

の中から、２次選別する予定です。 

 

 １割残すということは、大部分を廃棄するということですよね。この仕事は複

数人でやるのですか。 

  

 １人で行っています。 

 

 ９割が廃棄されている事実を見ると、やはり複数人で行ったほうが良いのでは

ないでしょうか。複数人で組織的に行う体制を検討してほしいですが、まずは収

集の基準から定めるべきだと思います。 

 

１次選別されたものはどこかの倉庫に保管されているのですか。 

 

 旧図書館の地下書庫に入れています。 

 

 収蔵庫の環境調査について、菌の状況を教えて下さい。 

 

 菌はほとんど確認されておりません。 

 

環境調査は業者に頼んでいるのですか。 

 

はい、業者に依頼しています。 
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委員 

 

 

 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

 

主任 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

館長 

 

委員 

 

入館者数について、一昨年と比べると減少しているのは 8 月のみで、リニュー

アルの成果が出ているのかなと感じます。 

平日も入館者数が多いのだと思いますが、どのような客層なのでしょうか。ま

た、来館した人がどのように展示を受け取ったかを把握するためのアンケートな

どは実施しているのでしょうか。 

  

リニューアルオープンしてから、日常的にアンケートを取ってはいません。た

だ、特別展などではアンケートを設置しているので、ある程度客層などの傾向は

見えるかと思います。 

また、入館者数が増えた原因は明確にはわからない、というのが正直なところ

です。リニューアル直後の４月、５月は入館者が多かったのですが、夏は暑さで

減少しました。このことで危機感を抱いていましたが、秋になってまた人数が増

えました。印象として感じるのは、ハイキング客が増えたことです。ここ数年あ

まり姿を見かけませんでしたが、今年はハイキングの恰好をした人を多く見てい

ます。 

あとは、リニューアルオープンしたこともあり、団体客による見学が増えてい

ます。それと、こちらは推測になりますが、メッツァ開園などにより飯能市への

注目度が上がったからではないかと考えています。 

 

講座に参加されている方は市内の方が多いのでしょうか。また、人数の増え方

と講座参加者の関連性は見られますか。 

 

歴史の講座については市内の方が大多数を占めており、客層も今までと変わり

なく常連の方が多いです。 

自然講座については担当から説明いたします。 

 

自然講座についても、市内の方の参加が多かったです。ただ、数は少ないです

が、入間市からの参加がありました。 

 

そうなると、常設展示は市外の方が、講座は市内の方が多い、ということにな

るのですね。 

 

今年のなかよし音楽会の際には多くの小中学校の児童・生徒が見学に行ったよ

うで、私の家でも話題に上りました。リニューアルしたことで、若年層の間でも

博物館への興味が少し増えたのかなと感じています。 

 

なかよし音楽会では伊藤委員にもかなりお骨折りいただきました。 

 

どこの学校もどこかの機会で博物館を見たいとは思っていたようですので、な

かよし音楽会はいい機会でした。 
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委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

館長 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

小中学校社会科研究展の発表会に参加しましたが、リラックスした雰囲気の中

で会が進んだのが良かったです。子どもたちもとても発表が上手で、感心しまし

た。 

また、特別展のポスターを埼玉県蕨市で配ったときに、「「吾野」という地区名

を展示名にしているのが良い」と言われました。 

 

教えていただきたいのは、トーベヤンソンの手紙についてです。こちらの手紙

は個人がお持ちだったのですか。 

 

担当課が持っていたものを、１０年以上前に当館へ移管しまして、現在は当館

の所蔵になっております。 

 

当時の担当者が公園完成の経緯や公園への思いを語った文章を以前に読んだ

ことがあります。可能ならば、２月から行うメッツァ関連の展示に、その思いも

組み込んでほしいです。 

 

他に何か質疑等はございますか。 

 

(なしの声あり) 

 

なしと認めます。次に「（２）平成３１年度主要な事業計画(案)について」

に進みたいと思います。では事務局から説明をお願いします。 

 

（２）平成３１年度主要な事業計画(案)について 

 それでは「（２）平成３１年度主要な事業計画(案)」についてご説明いたし

ます。 

 （資料２に基づいて説明） 

 平成３１年度は開館して３０年目にあたる年であり、秋の特別展はこれに関連

したものを行う予定です。これまで公開されたことのない指定文化財を展示した

いと考えています。 

講座は市民学芸員養成講座と古文書講座を行う予定です。また、須田家日記(史

料集)の刊行は、博物館の収集・保存、調査・研究活動の成果となります。なお、

須田家日記の翻刻は古文書サークルによって長年行われているため、市民活動の

成果、という側面も持っています。 

 

今の説明事項について何か質問はございますか。 

 

来年度は私のゼミに４年生がおりません。したがって、ゼミ生による展示とい

うより私が中心の展示、ということになってしまいますがそれでも良ければ行い
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館長 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

館長 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

館長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

ます。 

 

できれば継続したいと考えていますので、また改めてご相談させてください。 

 

ほかには何かご質問などありますか。 

 

資料１と資料２を見比べていて、どちらにも飯能市郷土館友の会の記述が出て

きませんが、友の会は現在どうなっているのでしょうか。 

というのは、吾野の講座などの参加者が少ないように見え、気になったのです

が、多くの場合このような事業を行う時には友の会等に働きかけをします。その

あたりのことがどうなっているのでしょうか。 

 

友の会につきましては、高齢化や人員不足などから自主的に活動が難しくな

り、休止という形にさせてもらい、現在は会自体が存在しない状態です。活動の

停止については、当時の友の会会長と話し合いました。 

 

私も会員となっていて、かつては友の会として何回も行事を行っていました

が、いつの間にか消滅していました。活動中は郷土館を身近に感じられたので、

今募集すればまた入会希望者は集まるかもしれません。 

 

前の会を引き継ぐか否かも含めて、友の会について再検討していくのも良いの

ではないでしょうか。市民学芸員はどちらかというと中へ向いた団体に見えます

ので、もっと外に向けての活動もあっても良いのではないかと思います。 

 

市民学芸員は何人くらいいるのですか。 

 

名簿上は４７名ですが、常時活動しているのは３０名前後です。友の会から市

民学芸員へ移行した人もいます。 

 

友の会は日本ではなかなかうまくいかないのが実状です。市民の方々は見返り

が無いと、会に入ろうとは思いません。そうなると館の仕事の負担増にもなりか

ねないので、復活させるならよく考えた方が良いです。 

有るか無いかでいえば友の会はあった方が良いですが、小さい博物館では友の

会を作ったが立ち消えた、という話をよく聞きます。 

 

他に何かご意見などはございますか。 

 

毛呂山町でもサポーター制度を設けましたが、最初に集まってくれた人たち

が、メンバーが変わらないまま高齢化してしまいました。そこで、もう一度募集

をかけましたが、応募があったのは６０代以上の方が中心でした。 
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議長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員  

 

館長 

 

議長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

委員 

 

館長 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

他に何か質疑等はございますか。 

 

古文書講座から学習サークルへ移行した人がいる、ということですが、どのく

らいの方がいるのでしょうか。また、サークルはどのくらいあるのでしょうか。 

 

サークルは現在５団体が活動しています。古文書系のサークルはもともと２つ

ありましたが、今は１つになっています。 

 

学習サークルの皆さんが展示に参加する、ということは無いのでしょうか。 

 

今のところその予定はありません。 

 

他にはなにかございますか。 

 

子どもたちの学習に博物館を組みこんでいけたら良いと思います。このたび新

しくなる副読本でも、博物館が関わる「昔のくらし」の項目は死守しました。 

 

社会科研究展についてですが、募集はチラシを学校で配布して行うのでしょう

か。 

 

もともとは社会科の教員による自主勉協会をきっかけとして、先生側の要望か

ら生まれた展示でありまして、旧郷土館には最初のころから協力してもらってい

ました。ですので、学校でチラシを配り学校を通して出品という方法がとられて

います。 

 

では、チラシなどを貰った子どもたちが、参加しようと思って参加していると

いうことですね。賞についてはどのようなものがあるのですか。 

 

教育長賞、館長賞、学芸員賞などがあります。 

 

審査員は学芸員なのですか。 

 

はい、そうです。 

 

賞をもらう人は何人もいるのですか。そうだとすると、発表会に来ていた人数

が少ない気がします。 

 

発表会に来ていたのはほとんどが発表者の身内の方でした。 
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委員 

 

館長 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

館長 

 

議長 

 

 

 

主査 

 

 

 

 

主査 

 

 

主査 

 

年によって、各賞該当者なしの時もあるのですか。 

 

あります。今年の場合は、中学生の部において館長賞も教育長賞も該当者なし

でした。 

 

発表会は良い試みだと思いますので、ぜひ続けていただきたいです。 

 

他には何か質疑やご意見などある方はいらっしゃいますか。 

 

(なしの声あり) 

 

なしと認めます。次に、「（３）その他」について、事務局からは何かあります

か。 

 

事務局からは特にございません。 

 

 では、以上で本日予定した議事につきましては、全て終了といたします。

進行を事務局へお返しいたします。 

 

４ その他 

 「４ その他」について事務局からは特にありませんが、何かある方はい

らっしゃいますか。 

 

(なしの声あり) 

 

 特に無いようですので「４ その他」は以上といたします。 

 

５ 閉 会 

以上で、平成３０年度第３回飯能市立博物館協議会を閉会いたします。 

 

午後３時３０分 閉会 

 

議事のてん末、概要を記載し、その相違ないことを証するためにここに署名します。 

 

 平成  年  月  日 

 

  議 長 の 署 名                      
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